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新
温
泉
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ―

　

夢
が
広
が
る
「
夢
ネ
ッ
ト
」

　

合
併
後
の
町
づ
く
り
を
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
進
め
る
た
め
、
１
月
７
日
か
ら

22
日
に
か
け
て
、
延
べ
39
会
場
で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
に
つ
い
て
二
度
目
の
住
民

説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
地
域
情
報
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

事
業
は
防
災
告
知
放
送
や
ケ
ー
ブ
ル
電
話
機
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
な
ど
の

様
々
な
機
能
を
持
つ
汎
用
性
の
高
い
情
報
通
信
基
盤
（
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル 

敷
設
）
で
あ
り
、テ
レ
ビ
の
再
送
信
だ
け
の
設
備
で
は
な
い
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

説
明
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
室
が
作
製
し
た
ビ
デ
オ
を
観
賞
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
映
像
に
よ
る
説
明
は
わ
か
り
や
す
い
」
と
好
評
で
し
た
。
説
明
会
の
ポ
イ

ン
ト
を
通
し
て
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
浜
坂
地
域
の
防
災
情
報
無
線

設
備
は
設
置
か
ら
19
年
が
経
過
し
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
な
お
、
現
在

も
浜
坂
地
域
の
う
ち
約
８
５
０
戸
の
世

帯
は
、
屋
内
に
防
災
情
報
無
線
の
受
信

設
備
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

町
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
に
よ
っ
て

情
報
基
盤
と
防
災
告
知
放
送
の
整
備
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

財
政
計
画
は
大
丈
夫
で
す

　

多
く
の
会
場
で
事
業
費
の
総
額
に
不

安
を
感
じ
る
声
、
ま
た
、
合
併
特
例
債

の
償
還
が
財
政
へ
の
負
担
と
な
る
こ
と

を
心
配
す
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、国
の
補
助
が
１
／
３
、

県
の
補
助
が
10
％
で
５
億
８
千
万
円
で

あ
る
こ
と
、
10
億
円
の
合
併
特
例
債
を

借
り
て
、
残
り
２
億
２
千
万
円
の
自
己

財
源
で
事
業
を
進
め
る
こ
と
、
合
併
特

例
債
は
後
年
度
に
７
割
が
還
付
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
実
際
に
町
が
負
担
す
る
額

は
５
億
２
千
万
円
と
な
る
こ
と
を
説
明

し
ま
し
た
。
な
お
、
防
災
情
報
無
線
の

整
備
に
は
５
～
６
億
円
が
必
要
と
試
算

さ
れ
て
お
り
、
現
状
は
補
助
制
度
が
見

込
め
な
い
状
況
で
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
18
％
未
満
に
抑

え
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
19
年
度

は
但
馬
の
中
で
本
町
が
17
・
９
％
と
一

番
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
ま

で
の
財
政
計
画
の
試
算
に
よ
る
と
、
実

質
公
債
費
比
率
の
ピ
ー
ク
が
平
成
20
年

に
18
・
４
～
18
・
５
％
と
な
り
ま
す
が
、

そ
の
後
は
徐
々
に
下
降
し
、
平
成
23
年

に
は
15
％
台
に
な
り
ま
す
。

　

合
併
特
例
債
は
有
利
で
は
あ
り
ま
す

が
、
借
金
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
ま

せ
ん
の
で
、
起
債
発
行
限
度
枠
60
億
円

の
う
ち
、
起
債
の
発
行
に
あ
た
っ
て
は

効
率
的
、
計
画
的
に
活
用
を
行
う
こ
と

で
、
抑
制
を
図
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
の
あ
る

情
報
通
信
基
盤
整
備
の
必
要
性

　

説
明
会
で
は
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

さ
え
見
ら
れ
た
ら
よ
い
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
利
用
し
て
い
な
い
」「
防
災
情
報
無

線
は
今
の
ま
ま
で
よ
い
」
な
ど
、
地
域

に
よ
っ
て
違
い
の
あ
る
情
報
通
信
環
境

や
防
災
放
送
の
現
状
に
不
満
を
感
じ
て

い
な
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
務
省
が
進
め
て
い
る
ｕ-

Ｊ
ａ
ｐ

ａ
ｎ
政
策
は
、
テ
レ
ビ
や
家
電
な
ど
を

情
報
基
盤
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ

り
、
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

意
識
す
る
こ
と
な
く
誰
も
が
情
報
の
恩

恵
を
受
け
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
浜
坂
地
域
に
お
い

て
は
全
域
で
格
差
な
く
利
用
可
能
な
高

速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
国
の
情
報
政
策
の
「
い

つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
で
も
」
と
い

う
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
に
対
応
す
る
た
め

の
シ
ス
テ
ム
を
、
早
期
に
構
築
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

説明用のビデオ映像
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ケーブルテレビ事業

情
報
化
の
時
代
は
す
ぐ

そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す

　

高
齢
化
社
会
が
到
来
す
る
中
、
浜
坂

病
院
の
医
師
確
保
や
全
但
バ
ス
の
路
線

休
止
へ
の
対
応
を
優
先
す
る
よ
う
に
求

め
る
意
見
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
合
併

特
例
債
は
、
こ
れ
ら
問
題
の
対
応
に
利

用
す
べ
き
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
老
朽
化
し
た
防
災
情
報
無

線
の
更
新
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放

送
へ
の
対
応
、
合
併
後
の
ま
ち
の
一
体

感
の
醸
成
や
合
併
特
例
債
の
利
用
期
限

な
ど
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
に
は
早

期
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
数

多
く
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　

合
併
特
例
債
は
有
利
な
起
債
で
す

が
、
合
併
後
10
年
間
の
事
業
で
、
ま
た

限
ら
れ
た
事
業
に
し
か
使
う
事
は
で
き

ま
せ
ん
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
に
か

か
る
国
の
補
助
に
つ
い
て
も
、
か
つ
て

は
１
／
２
で
し
た
が
今
で
は
１
／
３
に

下
が
っ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
下
が
る

こ
と
も
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

浜
坂
病
院
で
も
情
報
基
盤
の
整
備
に

よ
り
、
遠
隔
地
の
病
院
へ
鮮
明
な
動
画

を
送
信
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
遠

隔
治
療
に
よ
る
適
切
な
処
置
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
医
師
の
確
保
は
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
引
き
続
き

努
力
し
て
い
き
ま
す
。
高
齢
者
が
住
み

な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
目
指
し
ま
す
。

合
併
後
の
新
温
泉
町
は

ひ
と
つ
で
す

　

多
く
の
反
対
署
名
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
の
浜
坂
地
域

延
伸
が
完
了
し
て
も
、
加
入
率
が
上
が

ら
ず
、
大
き
な
財
政
負
担
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

加
入
率
に
つ
い
て
は
、
温
泉
地
域
に

お
け
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
へ
の
一

般
家
庭
の
加
入
率
が
99
・７
％（
事
業
所
・

空
き
家
な
ど
も
含
め
た
加
入
率
は
96
・

２
％
）
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
、

よ
り
多
く
の
方
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
に
ご
加
入
を
い

た
だ
く
こ
と
が
、
合
併
後
の
町
の
一
体

感
を
醸
成
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
情
報
を
共
有
化
し
、
合
併
後

の
ま
ち
づ
く
り
を
行
政
と
住
民
が
一
緒

に
な
っ
て
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

農
村
に
も
光
フ
ァ
イ
バ
ー

が
欲
し
い

　

現
状
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
の
速

度
へ
の
不
満
か
ら
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
が
悪
い
所
に
若
者
は
定
住
し

な
い
し
、
ま
た
、
企
業
も
来
な
い
。
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
普
及
に
と
も
な
う
情

報
と
通
信
の
融
合
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な

る
。
ま
た
、
高
齢
化
社
会
の
中
で
自
力

で
遠
出
で
き
な
い
高
齢
者
に
こ
そ
必
要

と
な
る
」
な
ど
、
借
金
し
て
も
後
世
に

残
す
社
会
資
本
と
し
て
情
報
通
信
基
盤

の
整
備
に
大
き
く
期
待
す
る
声
が
あ

り
、
早
期
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備

を
求
め
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
が
整
備

さ
れ
た
ら
、
一
人
暮
ら
し
老
人
の
安
否

確
認
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
欲
し
い
」

と
い
っ
た
声
も
あ
り
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
で
見
れ
ば
よ
く

わ
か
る

　

前
回
の
説
明
会
は
ス
ラ
イ
ド
（
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
）
に
よ
る
説
明
を
お
こ

な
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
ビ
デ
オ
映
像

（
放
映
時
間
23
分
）
に
よ
っ
て
説
明
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

映
像
を
観
た
参
加
者
か
ら
は
「
今
回

の
説
明
は
分
か
り
や
す
か
っ
た
」
と
の

意
見
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
情
報

を
映
像
に
よ
っ
て
伝
え
る
こ
と
に
よ
り

住
民
の
理
解
度
が
広
が
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
説
明

に
よ
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
が
行

う
自
主
放
送
へ
の
理
解
が
高
ま
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
広
報
情
報
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

加入意向調査について

　住民説明会の開催後に住民の意
向調査を予定していましたが、議
会の所管委員会で合意に至らず、
意向調査実施が困難な状況となり
ました。
　今後も議会と協議しながら進め
ていきます。町民の皆様のご理解
ご協力をお願いします。

説明用のビデオ映像
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平
成
20
年
４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
計
算
方
法
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
75
歳
（
一
定
の
障
害
が
あ
り
、
申
請
に
よ
り
認
定
を
受
け
た

人
は
65
歳
）
以
上
の
人
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
に
な
り
、
一
人
ひ
と

り
に
保
険
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。（
こ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
国
民
健
康

保
険
、
会
社
の
健
康
保
険
か
ら
脱
退
し
ま
す
）

町政のうごきから

１．平成２０年度保険料の計算方法
Ａ．所得割額

＋

Ｂ．均等割額 Ａ＋Ｂ
（19 年中の
　総所得金額等 × 8.07% 43,924 円 ＝ 20 年度保険料額
 －基礎控除 33 万円）
※総所得金額とは収入額から控除額を引いた金額です。 （最高限度額５０万円）

◆所得の低い人と被用者保険の被扶養者であった人は下記のとおり
　保険料が軽減されます

軽減割合

７割軽減

５割軽減

２割軽減
被保険
　者数  

世帯主が 
被保険者の世帯

世帯主が 
被保険者でない 

世帯

１人 33 万円
以下 ― 57 万 5 千円

以下
  68 万円

以下

２人 33 万円
以下

57 万 5 千円
以下

82 万円
以下

103 万円
以下

３人 33 万円
以下

82 万円
以下

106 万 5 千円
以下

138 万円
以下

（65 歳以上の公的年金等控除を受けた人は総所得金額等から 15 万円を
  特別控除します）

①単身世帯（公的年金収入額 １６０万円の場合）

　・総所得金額は　（年金収入）1,600,000 円－（公的年金等控除額）1,200,000 円＝ 400,000 円
　・所 得 割 額は　（400,000 円－ 330,000 円）× 0.0807 ＝ 5,649 円 ･･･ Ａ　
　・均 等 割 額は　43,924 円 ･･･ Ｂ　　　　　　　　　　　　　
　・保 険 料 額は　（Ａ＋Ｂ）　　5,649 円＋ 43,924 円＝ 49,573 円
　
　・軽 減 判 定は　　（総所得金額）400,000 円－（特別控除）150,000 円＝ 250,000 円⇒ 7 割軽減
　・軽減後の保険料額は　　49,573 円－（43,924 円× 0.7）＝ 18,826 円

①
所
得
の
低
い
人
の
軽
減

　

世
帯
の
所
得
（
同
一
世
帯
の
被
保
険
者

と
世
帯
主
）
が
次
の
金
額
以
下
の
場
合
、

均
等
割
額
が
そ
れ
ぞ
れ
減
額
さ
れ
ま
す
。

②
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
の
軽
減

　

平
成
20
年
３
月
31
日(

以
後
は
資
格

取
得
日
の
前
日
）
に
被
用
者
保
険
（
国

民
健
康
保
険
、国
保
組
合
以
外
の
保
険
）

の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
は
、
加
入
時

か
ら
２
年
間
は
保
険
料
の
被
保
険
者
均

等
割
が
５
割
軽
減
さ
れ
、
所
得
割
は
か

か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
平
成
20
年
度

は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
平
成
20
年
４
月
～
９
月

　

→　

保
険
料
な
し

●
平
成
20
年
10
月
～
平
成
21
年
３
月

　

→　

２
１
９
６
円

　
　
　
　

９
割
軽
減（
月
額
３
６
６
円
）

２
．
保
険
料
計
算
例

　

ま
ず
保
険
料
を
計
算
し
、
そ
の
後
に

軽
減
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判
定
を

し
ま
す
。
軽
減
判
定
の
結
果
、
対
象
と

な
っ
た
場
合
は
均
等
割
額
か
ら
減
額
し

ま
す
。
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②被保険者２人世帯（世帯主：公的年金収入額２００万円、妻：公的年金収入額８０万円）

　（世帯主）・総所得金額は　（年金収入）2,000,000 円－（控除額）1,200,000 円＝ 800,000 円
　　　　　・所 得 割 額 は　（800,000 円－ 330,000 円）× 0.0807 ＝ 37,929 円 ･･･ Ａ　
　　　　　・均 等 割 額 は　43,924 円 ･･･ Ｂ　　　　　　　　　　　　　
　　　　　・保 険 料 額 は　（Ａ＋Ｂ）　　　　37,929 円＋ 43,924 円＝ 81,853 円

　　（妻）　・総所得金額は　（年金収入）800,000 円－（控除額）1,200,000 円＝ 0 円
　　　　　・所 得 割 額 は　0 円 ･･･ Ａ
　　　　　・均 等 割 額 は　43,924 円 ･･･ Ｂ　　　　　　　　　　　　　
　　　　　・保 険 料 額 は　（Ａ＋Ｂ）　　　　0 円＋ 43,924 円＝ 43,924 円

　　・軽減判定は　（世帯主）800,000 円－ 150,000 円＋（妻）0 円＝ 650,000 円⇒ 2 割軽減
　　・軽減後の保険料額は　（世帯主）  81,853 円－（43,924 円× 0.2）＝ 73,068 円
　　　　　　　　　　　 　 　 （妻）  　43,924 円－（43,924 円× 0.2）＝ 35,139 円

2,196被用者保険（国民健康保険、国保組合以外） 
の扶養家族ですか？ はい

はい
はい

いいえ

いいえ いいえ
年金収入だけですか？ 給与収入だけですか？ 確定申告の合計所得金額は 

いくらですか？

年金収入－ 120 万円はいくらですか？

源泉徴収票の給与所得控除額後の金額は？ ア

Ａ

Ａ Ｂ　43,924 Ｃ＋ ＝
円 円 円

円

円

円

あなたの均等割額

あなたの所得割額

★あなたの軽減後の保険料額

★あなたの保険料額

（年金収入が 330 万円を超えると控除額が
120 万円より多くなります） ［ア　　　－ 33 万円］× 0.0807 ＝

から均等割額の７割（30,747 円）、５割（21,962 円）、２割（8,785 円）のいずれかを
引いた金額となります。

Ｃ

１－①で軽減対象世帯の方の保険料は

３　あなたの保険料額は？

◆問い合わせ
　新温泉町役場　健康課福祉医療係　　　℡（０７９６）８２ ‐ ５６２２
　温泉総合支所　住民福祉課　　　　　　℡（０７９６）９２ ‐ １１３１（代）
　兵庫県後期高齢者医療広域連合事務局　℡（０７８）3 ２６ ‐ ２６１２
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契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

町道芦屋中池線
道路改良工事 芦屋

道路改良工事
Ｌ＝ 106 ｍ
コンクリートブロック張工

6,289,500 平成 19 年 12 月 29 日～
　平成 20 年 3 月 27 日 オザキ住建㈱

（平成 19年 12月 16日～平成 20年 1月 15日契約分）

 

都
市
再
生
整
備
計
画
策
定
に
か
か
る

　

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す

　

浜
坂
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
実
施
す
べ
き
事
業
に
つ
い
て
掲
載

す
る
都
市
再
生
整
備
計
画
（
浜
坂
地
区
）
策
定
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

浜
坂
地
域
の
特
色
を
活
か
し
、
浜
坂
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
住
民
の
生

活
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
ア
イ
デ
ア
な
ど
、
施
設
整
備
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
種

別
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
幅
広
く
提
案
し
て
く
だ
さ
い
。
事
業
の
対
象
と
な
る
区

域
は
浜
坂
及
び
芦
屋
地
内
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
内
容　

次
の
テ
ー
マ
の
い
ず
れ

か
に
つ
い
て
提
案
し
て
く
だ
さ
い
。

【
テ
ー
マ
１
】「
ま
ち
の
産
業
の
活
性
化
」

①
海
岸
、
砂
浜
、
漁
港
、
ジ
オ
パ
ー
ク

②
Ｊ
Ｒ
山
陰
線
、
浜
坂
駅
、
余
部
鉄
橋

架
替
え

③
歴
史
的
な
景
観
、
古
い
街
並
み
、
味

原
川
（
味
原
小
径
）

④
温
泉

⑤
浜
坂
の
食
（
カ
ニ
、ホ
タ
ル
イ
カ
等
）

【
テ
ー
マ
２
】「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

①
防
災
機
能
を
向
上
さ
せ
る
ア
イ
デ
ア

②
交
通
の
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
ア
イ

デ
ア

③
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
暮
ら
し
や

す
く
な
る
ア
イ
デ
ア

※
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
以
外
の
ま
ち
づ
く

り
ア
イ
デ
ア
や
、
複
数
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
提
案
し
て
い
た
だ
い
て
も
結

構
で
す
。

◇
そ
の
他　

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ア

イ
デ
ア
は
、
必
ず
し
も
事
業
化
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

個
別
に
採
用
・
不
採
用
の
回
答
は
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
限　

　

第
１
回　

２
月
22
日
（
金
）

　

第
２
回　

３
月
７
日
（
金
）

▼
募
集
対
象　

ど
な
た
で
も
応
募
い
た

だ
け
ま
す
。

▼
提
出
方
法　

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
電

子
メ
ー
ル（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
お

問
い
合
わ
せ
」
フ
ォ
ー
ム
か
ら
送

信
）
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
０
５
４

・
電
子
メ
ー
ル

　

info@
tow

n.shinonsen.hyogo.jp

※
注
意
事
項　

電
子
メ
ー
ル
で
提
出
さ

れ
る
場
合
は
、
タ
イ
ト
ル
に
「
建
設

課　

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
」
と
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
内
容
に

つ
い
て
お
聞
き
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
氏
名
及
び
電
話
番
号

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

建
設
課
都
市
整
備
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

▲味原川周辺の景観
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▼
事
業
施
行
期
間　

平
成
19
年
度
～
平

成
24
年
度
末
予
定

▼
施
行
延
長
、幅
員　

延
長
４
４
２
ｍ
、

幅
員
15
ｍ
～
16
・
８
ｍ　

▼
事
業
地
の
所
在　

新
温
泉
町
芦
屋
字

西
岡
、
字
高
見
、
字
西
ソ
ノ
、
字
園

及
び
字
水
尻
地
内

▼
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

都
市
整
備
係　

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

　

新
温
泉
土
木
事
務
所　

道
路
整
備
課

℡（
０
７
９
６
）82
‐
３
１
４
１（
代
）

都
市
計
画
道
路 

浜
坂
駅
港
湾
線
の
事
業
認
可
取
得

　

都
市
計
画
道
路
浜
坂
駅
港
湾
線
都
市
計
画
道
路
事
業（
浜
坂
北
小
学
校
～
宮
谷
川
）

に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
１
月
９
日
、
事
業
主
体
で
あ
る
兵
庫
県
が
国
土
交
通
省
よ

り
事
業
認
可
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
、
県
に
よ
り
用
地
買
収
な
ど
事
業
に
本
格
着
手
し
ま
す
。
県
と
と
も
に
早
期

供
用
開
始
に
向
け
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
事
業
認
可
図
書
は
、
新
温
泉
町
役
場
及
び
新
温
泉
土
木
事

務
所
で
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
（
新
任
、
氏
名
、
旧
任
の
順
）

公
立
浜
坂
病
院

▼
外
科
医
長　

山
田　

貴
裕
（
採
用
）

―

問
い
合
わ
せ―

　

総
務
課　

人
事
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　

２
月
１
日
付

第
17
回
景
観
ま
ち
づ
く
り
部
会
（
浜
坂
地
区
）
の
ご
案
内

▼
と
き　

３
月
７
日
（
金
）

　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

▼
と
こ
ろ　

ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
階
研
修
室

▼
内
容　

景
観
形
成
計
画
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

都
市
整
備
係　

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

　

浜
坂
地
区
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
、
よ
り
良
い
景
観
づ
く
り
の
方
針
を
議

論
し
、
そ
の
方
針
を
形
に
ま
と
め
、
浜
坂
地
区
全
体
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

（
景
観
形
成
計
画
）
を
策
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
浜
坂
の
ま
ち
の
将

来
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　　（都）浜坂駅港湾線　位置図

▲浜坂市街地の町並み
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国
内
の
農
産
物
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
朝
市
・
直
売
所
は
、
み
か
た

直
売
ネ
ッ
ト
の
組
織
で
結
ば
れ
、
情

報
交
換
や
農
産
物
栽
培
の
講
習
会
等
開

催
し
、
運
営
面
の
連
携
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
個
人
農
家
に
お
い
て
も
町

内
の
施
設
・
ス
ー
パ
ー
へ
出
荷
す
る
な

ど
、
地
産
地
消
推
進
へ
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
地
産
地
消
の
推
進
に
は
、
地
元

住
民
の
関
心
と
、
住
民
協
力
に
よ
る
主

体
的
な
取
り
組
み
を
通
し
て
進
め
、
消

費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

町
は
関
係
団
体
と
協
力
、
連
携
を
深

め
な
が
ら
、さ
ら
に
地
産
地
消
の
推
進
・

周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
の

み
な
さ
ん
に
は
地
元
産
の
農
作
物
・
加

工
品
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
き
た

く
、
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
朝
市
・
直

売
所
へ
お
気
軽
に
立
ち
寄
り
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
（
農
林
水
産
課
長　

石
原
孝
行
）

農
業
の
将
来
が
ひ
ら
け
る
対
策
を

　

国
内
で
生
産
で
き
る
も
の
を
、
な

ぜ
農
薬
を
気
に
し
な
が
ら
輸
送
費
を

か
け
て
輸
入
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
新
温
泉
町
は
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
米
を
作
っ
て
も
割
に
合
わ

ず
、
荒
廃
田
も
見
か
け
ま
す
。「
勤

め
て
い
る
ほ
う
が
絶
対
に
良
い
よ
」

と
も
言
わ
れ
ま
す
。「
地
産
地
消
」

を
唱
え
な
が
ら
輸
入
物
が
幅
を
き
か

せ
る
矛
盾
を
感
じ
ま
す
。
新
温
泉
町

は
農
業
の
将
来
が
ひ
ら
け
る
抜
本
的

な
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
内
山　

岡
田　

実
）

―

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

　

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

本
町
は
、
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま

か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
１
名
の

方
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
提
案
と
そ
の
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

▼
開
始
期
日　

４
月
１
日
（
火
）
～

　

※
日
、
祝
祭
日
を
除
き
ま
す
。

▼
開
設
時
間

◇
月
～
金
曜
日　

　

小
学
校
終
業
時
刻
か
ら
午
後
６
時
ま
で

◇
土
曜
日
、長
期
休
業
期
間（
春
、夏
、冬
）

　

午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

▼
開
設
場
所　

浜
坂
北
小
学
校
（
味
道

館
２
階　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
）

▼
対
象
児
童　

小
学
校
の
児
童

　
（
１
年
生
か
ら
６
年
生
）

▼
定
員　

お
お
む
ね
30
人

▼
負
担
金
（
月
額
）

◇
４
、７
、
12
、
１
、３
月

　
（
利
用
料
金
）　

７
０
０
０
円

◇
５
、６
、９
、
10
、
11
、
２
月

　
（
利
用
料
金
）　

６
０
０
０
円

「
は
ま
さ
か
北
児
童
ク
ラ
ブ
」
の
利
用
児
童
募
集
！

　

近
年
、
小
学
生
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
、
事
故
が
全
国
的
に
発
生
し
て
お
り
、

本
町
に
お
い
て
も
児
童
の
安
全
対
策
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
保
護
者
が
就
労
な
ど
で
家
に
不
在
の
場
合
、
放
課
後
に
子
ど
も
た
ち

の
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
し
、
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
浜
坂
北
小
学
校
に

専
任
の
指
導
員
２
名
を
配
置
し
て
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
児
童
は
、
原
則
と
し
て
浜
坂
北
小
学
校
区
の
児
童
と
し
ま
す
が
、
土
曜
日

や
夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
業
期
間
に
つ
い
て
は
、
定
員
内
で
あ
れ
ば
校
区
外
の
児

童
も
受
け
入
れ
し
ま
す
。

◇
８
月

　
（
利
用
料
金
）　　
　

１
万
円

◇
一
時
利
用
（
日
額
）

　
（
利
用
料
金
）　　

５
０
０
円

▼
お
や
つ
代
（
月
額
）

　

１
０
０
０
円
前
後
（
実
費
相
当
額
）

※
一
時
利
用
に
つ
い
て
は
実
費
相
当
額

▼
保
険
料
（
年
額
）　

１
８
０
０
円

▼
そ
の
他　

送
迎
は
、
保
護
者
の
責
任

で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
込
期
間　

２
月
18
日
（
月
）
～

　

25
日
（
月
）

※
こ
の
期
間
以
外
で
も
随
時
受
付
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

児
童
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０

（
回
答
）

　

農
業
を
と
り
ま
く
現
状
は
、
生
活
水

準
の
向
上
や
、
消
費
者
の
選
択
の
拡
大

な
ど
に
よ
り
、
食
生
活
の
変
化
を
背
景

に
米
の
消
費
量
が
一
貫
し
て
減
少
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
農
産
物
輸
入
は
、
農

薬
基
準
の
問
題
も
あ
り
安
全
・
安
心
な

町政のうごきから
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� 広報しんおんせん（2月号）

　

元
気
に
迎
え
る
百
寿
の
祝

　

今
年
の
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
町
内
で
５
人
の
方
が
満
１
０
０
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
誕
生
日
に
合
わ
せ
、
馬
場
町
長
を
は
じ
め
、
中
井
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
、
中
村
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
や
入
所

し
て
い
る
老
人
施
設
を
訪
れ
、
長
寿
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
満
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
方
へ
、
長
寿
の
お
祝
い
と

し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
馬
場
町
長
は
銅
版
の
祝
い
状
を
手
渡
し
、
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
は
花
束
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
ま
す
ま
す
お
元
気
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ

う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

▲ 1/6 西村あさこさん（多子）

▲ 1/10 大森よし子さん（歌長）

▲ 1/15 上住つねさん（千谷）

▲ 2/5 上垣すがさん（切畑）

▲ 2/2 岡島きわさん（居組）

◆問い合わせ
　福祉課　福祉係　　　
　℡（０７９６）８２ ‐ ５６２０

満１００歳おめでとうございます！

町政のうごきから
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平
成

19
年
度
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
結
果
に
つ
い
て

　

全
国
の
小
学
校
６
年
生
と
中
学
校
３
年
生
、
約
２
２
２
万
人
が
参
加
し
て
43
年
ぶ

り
に
実
施
さ
れ
た
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
が
、
平
成
19
年
10
月
24
日
に
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
各
地
域
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
学
力
・
学
習
状
況
を
把
握
・

分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
教
育
及
び
教
育
施
策
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
、
そ
の
改
善

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

新
温
泉
町
に
お
け
る
本
調
査
の
分
析

結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

今
後
、
教
育
及
び
教
育
施
策
の
成
果
と

課
題
を
把
握
し
、
そ
の
改
善
を
図
り
、

併
せ
て
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
学
習
改

善
や
学
習
意
欲
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
各
学
校
ご
と
の
分
析
結
果
に

つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
の
規
模
、
児
童

数
等
に
違
い
が
あ
る
た
め
、
公
表
は
行

い
ま
せ
ん
。

学
力
調
査
の
結
果

【
小
学
校　

国
語
】

　

単
純
、
簡
単
な
こ
と
に
つ
い
て
の
聞

く
・
話
す
、
読
む
・
書
く
は
良
好
で
あ

り
、
複
雑
、
広
範
に
な
っ
た
と
き
の
、

的
確
な
読
み
・
書
き
、
聞
く
・
話
す
に

つ
い
て
も
お
お
む
ね
良
好
で
し
た
。
し

か
し
、
読
み
取
っ
た
こ
と
を
要
約
し
た

り
必
要
事
項
を
取
り
出
し
て
書
く
な
ど

の
読
み
・
書
き
、
要
点
を
得
て
聞
い
た

り
効
率
よ
く
話
す
な
ど
の
力
に
つ
い
て

は
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

基
礎
知
識
の
定
着
が
見
ら
れ
る
一
方

で
、
読
解
力
や
国
語
の
知
識
を
実
生
活

に
活
用
す
る
力
は
今
少
し
で
し
た
。

　

集
中
し
て
聞
き
、
正
確
に
伝
え
て
い

く
、
ま
た
、
読
み
を
深
め
る
手
だ
て

や
じ
っ
く
り
と
読
書
に
浸
る
場
所
づ
く

り
、
さ
ら
に
は
、
読
み
取
っ
た
こ
と
を

つ
な
げ
た
り
広
げ
た
り
、
関
連
づ
け
た

り
す
る
指
導
の
工
夫
を
図
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

【
小
学
校　

算
数
】

　

算
数
Ａ
（
主
と
し
て
知
識
）
に
つ
い

て
は
、
加
減
乗
除
の
ど
ち
ら
を
先
に
計

算
す
る
か
等
、
計
算
式
の
理
解
を
し
て

い
な
い
児
童
が
か
な
り
い
る
た
め
、
ド

リ
ル
等
で
反
復
練
習
を
さ
せ
、
定
着
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、分
数
、

小
数
、
整
数
の
大
き
さ
の
比
較
に
つ
い

て
、
線
分
図
な
ど
具
体
物
を
使
っ
て
理

解
さ
せ
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

算
数
Ｂ
（
主
と
し
て
活
用
）
に
つ
い

て
は
あ
る
程
度
で
き
て
い
る
も
の
の
、

全
体
的
に
み
る
と
、
文
章
を
読
み
取
る

力
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
出
題
に
対
処

で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

文
章
題
に
つ
い
て
は
計
算
力
の
育
成

だ
け
で
な
く
、
文
章
を
読
み
取
る
力
の

育
成
に
指
導
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
割

合
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
の
指

導
内
容
の
中
で
も
っ
と
も
難
し
い
問
題

で
あ
り
、
時
間
を
か
け
、
具
体
物
を
使

う
な
ど
指
導
方
法
を
工
夫
す
る
必
要
が

あ
る
と
い
え
ま
す
。

【
中
学
校　

国
語
】

　

話
す
・
聞
く
こ
と
の
基
礎
的
な
力
は
、

国
語
Ａ
（
主
と
し
て
知
識
）、
国
語
Ｂ

（
主
と
し
て
活
用
）
と
も
良
好
で
し
た

が
、
書
く
力
に
つ
い
て
は
、
日
常
生
活

の
体
験
的
裏
付
け
の
な
い
基
礎
的
知
識

が
や
や
不
足
し
、
文
章
や
資
料
を
分
析

し
、
そ
こ
か
ら
読
み
取
っ
た
り
考
え
た

り
し
て
表
現
す
る
こ
と
に
課
題
が
あ
り

ま
す
。

　

読
む
力
に
つ
い
て
は
、
小
説
や
古
典

を
読
み
取
る
力
は
お
お
む
ね
良
好
で
し

た
が
、
想
像
力
を
働
か
せ
読
み
取
る
力

に
課
題
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、読
み
と
っ

た
内
容
を
工
夫
し
て
表
現
す
る
力
、
応

用
す
る
力
に
も
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技

能
に
つ
い
て
は
、
漢
字
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、
使
用
語
彙
を
増
や
す
活
動
を

重
視
し
、
日
常
生
活
の
中
で
、
国
語
の

知
識
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
指
導
の
工

夫
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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【
中
学
校　

数
学
】

　

全
体
と
し
て
、
お
お
む
ね
良
好
で
あ

る
が
、
発
展
的
な
考
え
方
、
数
学
的
な

表
現
で
の
説
明
、
文
章
の
読
解
力
に
課

題
が
あ
り
ま
す
。

　

数
と
式
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て

は
、
文
字
の
表
す
意
味
を
理
解
す
る
面

で
少
々
課
題
が
あ
り
、
等
式
の
変
形
で

は
、
約
分
の
方
法
を
間
違
え
て
い
る
生

徒
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

数
量
関
係
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
グ

ラ
フ
を
選
び
そ
れ
を
基
に
考
察
す
る
こ

と
、
確
率
の
意
味
の
理
解
な
ど
に
課
題

が
あ
り
ま
す
。

　

文
字
式
や
等
式
の
意
味
等
を
理
解
さ

せ
、
操
作
活
動
を
取
り
入
れ
た
り
す
る

よ
う
な
見
方
、
考
え
方
を
育
て
、
文
章

理
解
能
力
、
情
報
処
理
能
力
を
高
め
る

よ
う
、
指
導
の
工
夫
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

学
習
・
生
活
状
況
調
査
の
結
果

【
小
学
校
】

　

家
庭
で
の
生
活
時
間
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、朝
食
を
し
っ
か
り
と
り
、

起
床
時
刻
が
決
ま
っ
て
い
る
児
童
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
。
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
の

時
間
に
個
人
差
が
あ
り
、
家
庭
生
活
の

過
ご
し
方
に
課
題
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
家
庭
で
の
学
習
や
読
書
量
、
予

習
や
復
習
（
自
主
的
な
学
習
）
に
も
課

題
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

学
校
生
活
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
学
校
に
は
友

達
が
お
り
、
好
き
な
授
業
も
あ
り
、
学

校
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

社
会
や
地
域
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
自
分
の
住
む
地
域
に
対
す
る
愛

着
を
持
っ
て
お
り
、
多
く
の
児
童
が
地

域
で
の
行
事
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

一
方
で
、
地
域
の
人
か
ら
の
注
意
が
少

な
い
傾
向
に
あ
る
の
で
、
地
域
が
児
童

を
育
て
る
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ね
ば
り
、
自
主
性
、
挑
戦
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
や
り
遂
げ
て
、
達

成
感
を
実
感
し
て
お
り
、
自
分
の
良
さ

を
感
じ
て
い
る
児
童
が
多
く
、
夢
や
目

標
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

　

総
合
的
な
学
習
に
つ
い
て
は
、関
心
・

意
欲
が
あ
り
、
楽
し
み
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
国
語
の
勉
強
は
大
切

で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
言
葉
遣
い
に

気
を
つ
け
て
い
る
児
童
が
多
く
い
ま
し

た
。
算
数
に
関
し
て
は
大
切
だ
と
感
じ

て
お
り
、
問
題
に
対
し
て
高
い
意
欲
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
学
力
テ
ス
ト
に
関
し
て
は
、

国
語
Ｂ
と
算
数
Ｂ
を
難
し
く
思
う
傾
向

が
あ
り
、
時
間
不
足
を
感
じ
た
児
童
が

多
く
い
ま
し
た
。

【
中
学
校
】

　

家
庭
で
の
学
習
習
慣
が
身
に
つ
い
て

い
な
い
生
徒
、
ま
た
、
平
日
で
も
テ
レ

ビ
の
視
聴
時
間
が
二
時
間
を
超
え
て
い

る
生
徒
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
校
生
活
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
良
好
で
あ
り
、
ま
た
、
楽
し
い
と
感

じ
て
い
る
生
徒
も
多
く
い
ま
し
た
。

　

社
会
や
地
域
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
持
つ
生
徒

が
多
く
、
地
域
行
事
へ
の
参
加
に
つ
い

て
は
地
域
差
が
あ
る
が
、
お
お
む
ね
行

事
に
は
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

体
験
活
動
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
生
徒
が
自
然
体
験
、
も
の

づ
く
り
、
生
活
体
験
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験

な
ど
を
経
験
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

福
祉
に
係
る
実
体
験
が
少
な
い
の
で
、

今
後
、
福
祉
体
験
活
動
の
推
進
を
図
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

学
習
に
対
す
る
関
心
・
意
欲･

態
度

に
つ
い
て
は
、
読
書
が
好
き
な
生
徒
、

日
頃
か
ら
読
書
を
す
る
生
徒
の
方
が
、

国
語
の
正
答
率
が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
数
学
に
つ
い
て
は
、好
き
で
、

大
切
だ
と
考
え
て
い
る
生
徒
が
多
く
、

授
業
も
よ
く
分
か
る
と
い
う
生
徒
が
多

く
い
ま
し
た
。

　

学
習
塾
に
つ
い
て
は
、
過
半
数
の
生

徒
が
学
校
よ
り
難
し
い
内
容
、
復
習
的

な
内
容
な
ど
を
教
わ
る
学
習
塾
に
通
っ

て
い
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
７

国・県の調査結果報告書と CD-ROM

学校での授業風景
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加藤文太郎
記念図書館

「2月のおすすめの本」
ご案内

自給農業のはじめ方
　中島正著／農文協

自給自足の第一歩「肥料の自給」のた
めの庭先小羽数養鶏から、「食物の自給」
のためのイネ（陸稲）、ムギ、野菜、果物、
山菜などの栽培、採取や農産加工の方
法などの知恵と技術を紹介。自給農業
をはじめたい方の入門書。

長生き競争！
　黒野伸一著／小学館

小学時代からの幼なじみの6人は76歳。
ある日、1 人が「誰が一番長生きするか
の賭けをしないか？」と提案し、その
賭けに乗る 6 人であるが…。読み進む
につれ、1 人また 1 人と旅立つ姿に胸
がつまるが、笑って泣ける年寄りファ
ンタジー。

親の家を片づけながら
　リディア・フレム著／ヴィレッジブックス

両親が他界したあと、残されたひとり
娘が両親の持ち物を片づけるうち、今
まで知らなかった両親の素顔と深い心
の傷があったことを知る…。著者の実
体験にもとづく心情が語られた、フラ
ンスでのベストセラー本。

ミミちゃんのねんねタオル
レイン ･ マーロウ絵／アンバー・スチュアート文／徳間書店

うさぎのミミちゃんは、どこに行く時
もねんねタオルといっしょです。ある
日、だいじなねんねタオルがなくなり
ました。ミミちゃんは心配でたまりま
せん。ミミちゃんと同じで、お気に入
りのタオルや人形を持っているお子さ
んにぴったりの絵本。

天までのぼれ！
伊藤敏　作／関口拓志　絵／新風舎

　精神遅滞という心の成長におくれが
ある竜一は小学２年生。担任となった
鈴木先生は、そんな竜一を中心にクラ
スをまとめていきます。のびのびと成
長していく竜一とクラスのみんなの１
年間の成長を綴る感動の授業日記。

  

おはなし会　　 　　        　     
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

『はなをくんくん』他
◆と 　き　2月23日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

図書館特別行事   　　　　      
鳥取市の人形劇団「こうま座」の楽し
い人形劇公演
◆と 　き　3月  8日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館
◆内　容　『ケロちゃんトークショー』
　　　　　『おてがみ』

休館日のお知らせ　　　　      

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（2月号） 12

2 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29

は休館日

3 月
日 月 火 水 木 金 土

   1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31
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広報しんおんせん（2月号）

インフルエンザに注意しましょう！

●インフルエンザとは？
　インフルエンザはウイルスによる感染症です。冬
に発熱、鼻水、くしゃみ、せきなどを起こし、寝込
むことがあります。いわゆる「かぜ」と呼ばれるも
のは、しばらく家で安静にしていると治ることも多
いのですが、ときに 38℃以上の高熱、頭痛、筋肉痛、
嘔吐、下痢などを起こし、肺炎や脳炎になってしま
うことがあります。これらの多くはいわゆる「かぜ」
とは違い、インフルエンザであると考えられます。

●典型的な症状は？
　典型的な症状として、悪寒を伴う突然の発熱

（39℃以上のことが多い）と関節痛・筋肉痛といっ
た、いわゆるふしぶしの痛みがあります。これらに
加え､ 鼻水､ 鼻づまり､ くしゃみ､ せき､ のどの痛
みなど普通のかぜの症状が加わります。

インフルエンザ 症　状 か　ぜ

３８℃以上の発熱 発　熱 インフルエンザほど
高くない

顕　著 頭　痛 ひどくない
１～２週間続くこ

ともあり 疲労感 軽　度

うがい、手洗い等 予防法 うがい、手洗い等
あ　り ワクチン な　し

●インフルエンザにかかったら？
　インフルエンザの症状が出たら､「かぜ」だと軽
く考えず、早めに医療機関に受診しましょう。安静
にして、休養をとり、水分を十分補給してください。
　インフルエンザにかかってしまったら人にうつさ
ないようにすることも大切です。無理をして学校や
職場に行くことは避けましょう。自分のためにも人
のためにも、ゆっくりと休んで早く治しましょう。

●インフルエンザの予防法は？
　インフルエンザにかかっている人がせき、くしゃ
みなどをしたときに、空気中に浮かぶ小さな感染源
を別の人が吸うことによって感染します。このよう
な性質があるため、予防には次の５つのことを心が
けましょう。
１　手洗い・うがいをしましょう
　外出先から帰ったとき、トイレの後、食事の前は
手洗い、うがいの習慣を身につけましょう。
２　規則正しい生活をしましょう
３　十分な栄養をとりましょう
４　乾燥を防ぎましょう
５　予防接種をしましょう

　インフルエンザに代表される呼吸器感染症は、咳
やくしゃみなどで空気中に飛ばされた飛沫を吸い込
むことにより感染します。１回の咳やくしゃみで体
外に放出される病原体は１万～１０万個ともいわれ
ており、また飛沫の届く範囲も２～３ｍに及ぶとさ
れています。インフルエンザなどの呼吸器感染症を
他の方にうつさないために、咳などの症状のある方
は、「咳エチケット」の実施をお願いします。

咳エチケットにご協力を！！
「咳エチケット」とは？
○ 咳やくしゃみが出そうになったとき！
１　まず、ハンカチ、ティッシュなどで口と鼻を被
いましょう！（使用したティッシュはゴミ箱に捨て
ましょう。）症状のある人は、マスクを正しく着用
しましょう。
２　その後は、よく手を洗いましょう。手洗い場が
近くにない時は、ウエットティッシュも代用できます。

◆問い合わせ
　浜坂保健センター
　℡（０７９６）８２ ‐ ４６４６
　温泉保健福祉センター「すこやか～に」
　℡（０７９６）９９ ‐ ２９４０
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 20 年 1 月 20 日現在

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

広報しんおんせん（2月号）

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180 ～ 215

ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270 ～ 465
㈱マル海渡辺水産 営業 不問 180 ～ 300

㈲ラッキー美容院 美 容 技 術 一 般、
アシスタント等 39 以下 140 ～ 250

オザキ住建㈱ 営業 不問 238
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 160 ～ 195
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 不問 120 ～ 150

㈲ＯＮＥ 携帯電話
販売員 29 以下 130 ～ 200

㈲山米鮮魚 ホームページ
作成補助 不問 130 ～ 180

㈱大上建設 土木施工管理技士 不問 250 ～ 300
丸瀬興業 土木作業員 不問 180 ～ 270
㈲山本工務店 型枠大工 不問 132 ～ 220
㈱北近畿クボタ 営業サービス 35 以下 168 ～ 225
㈱新日本観光センター 事務 39 以下 130 ～ 140

浜坂小野田レミコン㈱
工務課事務 18 ～ 30 150 ～ 180
営業（運転手） 18 ～ 28 150 ～ 220

（温泉地域）

㈱朝野家
販売係

不問
140 ～ 150

営業係 145 ～ 155
客室係 225 ～ 260

㈱みよしや旅館 客室係 不問 205 ～ 245

㈱御やどゆもと 客室係 不問 198
フロント係 150 ～ 200

㈱井筒屋
客室係

不問
231 ～ 256

フロント係 147 ～ 188
調理係 147 ～ 228

湯村観光タクシー㈱ 乗務員 不問 124
㈲八田屋 客室係 不問 188 ～ 226

㈱寿荘

フロント

不問

150 ～ 230
配膳係 180 ～ 250
事務員 150 ～ 200
喫茶販売 150 ～ 200

医療法人社団良和会
湯村温泉病院 看護師 不問 182 ～ 207

㈲山陰住設工業 営業 不問 110 ～ 300

㈲山村工務店 土 木 技 術 者
及び見習い 不問 160 ～ 250

㈱リフティング
ブレーン鳥取営業所 客室係 不問 176

長谷坂縫製 ミシンオペレ
ーター・検品 不問 123 ～ 130

富士綜合警備保障㈱
機動パトロール
及び機械警備員 18 以上 140 ～ 170

警備員 18 ～ 64 132 ～ 187
社会福祉法人春来福
祉会　特別養護老人
ホームゆむら

介護員
不問

140

看護師 152

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）

㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800 ～ 2,000
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 1,000

但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 700 ～ 1,000

ミネル㈱ 英会話講師及び
学習指導講師 不問 1,400 ～ 2,500

㈱マル海渡辺水産
販売店員

不問 750 ～ 1,000
フロアースタッフ

㈱隆栄水産 ウ エ ー タ ー、
ウエートレス 不問 750 ～ 950

山陰道路㈱ ホール係 不問 700 ～ 800
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 900 ～ 1,200
㈲山米鮮魚 事務 不問 750 ～ 850
特定非営利活動法人にーず 看護師 不問 1,100

サイバーワールド 調理補助
及び接客 不問 700 ～ 900

㈱山陽フードサービス 調理員 不問 750 ～ 800
㈱白バラドライ 包装、プレス仕上、

ルート配送等 不問 800 ～ 1,000
（温泉地域）
㈱御やどゆもと 客室係 不問 1,125

㈱井筒屋

配膳係

不問

800
布団敷き 800
客室係 1,300
車両係 800 ～ 850
料飲係 950 ～ 1,100

伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000
医療法人社団古澤クリニック 看護師 不問 1,200 ～ 1,300

㈱寿荘 客室係 不問 800 ～ 1,500
洗浄係 800 ～ 1,200

㈱とみや旅館

客室係

不問

1,000 ～ 1,300
配膳、洗浄係 750 ～ 800
オープンカフェ
スタッフ 750

㈲八田屋 客室係 不問 800 ～ 1,000
医療法人社団良和会
湯村温泉病院 看護師 不問 1,200 ～ 1,400

㈱ナカケー レジ・接客業務 不問 800 ～ 950

㈱朝野家 ヒーリング
ルーム係 不問 800

富士綜合警備保障㈱ 警備員 18 以上 1,000
社会福祉法人春来福
祉会　特別養護老人
ホームゆむら

介護員
不問

730
看護員 850
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―

農
業
委
員
会
情
報
№
25―

　

農
業
者
年
金
に
つ
い
て

　

こ
の
年
金
は
、
国
民
年
金
の
第
１
号

被
保
険
者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に

従
事
す
る
60
歳
未
満
の
人
は
誰
で
も
加

入
で
き
ま
す
。
脱
退
は
自
由
で
す
。
脱

退
一
時
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
加

入
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ま
で
に

支
払
っ
た
保
険
料
は
将
来
年
金
と
し
て

受
け
取
れ
ま
す
。

①
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
年
金
で
す

　

自
分
が
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の

運
用
実
績
に
よ
り
将
来
受
け
取
れ
る

年
金
額
が
決
ま
る
積
立
方
式
の
年
金
で

す
。
加
入
者
・
受
給
者
の
数
に
左
右
さ

れ
に
く
い
安
定
し
た
年
金
制
度
で
、
運

用
利
回
り
の
状
況
な
ど
で
保
険
料
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
毎
年
６
月
末
ま
で
に
個
人
ご
と

の
積
立
・
運
用
状
況
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

②
保
険
料
の
額
は
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す

　

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目

標
に
向
け
て
、
自
分
で
保
険
料
を
決

め
ら
れ
ま
す
。（
月
額
２
万
円
か
ら

６
万
７
千
円
ま
で
の
間
で
千
円
単
位
で

自
由
に
選
択
）
農
業
経
営
の
状
況
や
老

後
設
計
に
応
じ
て
、
い
つ
で
も
見
直
す

こ
と
が
出
来
ま
す
。

③
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
つ
き

で
す

　

年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮

に
加
入
者
・
受
給
者
が
80
歳
前
に
亡
く

な
っ
た
場
合
で
も
、
死
亡
し
た
翌
月

か
ら
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず
で

あ
っ
た
農
業
者
老
齢
年
金
の
現
在
価
値

に
相
当
す
る
額
が
、
死
亡
一
時
金
と
し

て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

④
公
的
年
金
な
ら
で
は
の
税
制
上
の
優

遇
措
置
が
あ
り
ま
す

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
（
年
金

12
万
円
～
80
万
４
千
円
）
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・
住

民
税
の
節
税
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
将
来
受
け
取
る
農
業
者
年

金
は
、
公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
と
な

り
、
65
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、
公
的

年
金
等
の
合
計
額
が
１
２
０
万
円
ま
で

は
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

⑤
農
業
の
担
い
手
に
は
、
手
厚
い
政
策

支
援
（
保
険
料
の
国
庫
補
助
）
が
あ

り
ま
す

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い

る
な
ど
、
農
業
の
担
い
手
と
な
る
方
に

は
、
国
か
ら
の
月
額
最
高
１
万
円
の
保

険
料
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　

農
家
の
皆
さ
ん
、
年
金
は
家
族
一
人

ひ
と
り
に
つ
い
て
準
備
し
、
安
心
で
豊

か
な
老
後
の
生
活
設
計
を
立
て
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
農
業
者
年
金
に
つ
い
て

の
詳
し
い
内
容
は
、
農
業
委
員
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

広報しんおんせん（2月号）

▼
作
り
方

①
小
か
ぶ
は
皮
を
む
い
て
厚
切
り
に
し

て
、
塩
を
ふ
っ
て
半
日
ほ
ど
下
漬
け

す
る
。

②
調
味
液
を
合
わ
せ
て
、
１
日
ほ
ど
漬

け
て
味
を
な
じ
ま
せ
る
。

③
た
か
の
爪
を
細
か
く
刻
ん
で
、
適
当

に
混
ぜ
る
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

　

★
か
ぶ
の
即
席
酢
漬
け

◆材料（４人分）
・小かぶ・・・・・  10 個
・塩・・・・・・ 大さじ 1
・たかの爪・・・・・適量
（調味液）
・酢・・・・・1/2 カップ
・酒・・・・・1/2 カップ
・みりん・・・1/4 カップ
・砂糖・・・・1/2 カップ
・塩・・・・・・小さじ 2

　

新
し
い
農
業
者
年
金
は
、
平
成
14
年
１
月
よ
り
少
子
高
齢
化
の
時
代
に
即
応
し
た

公
的
年
金
と
し
て
再
構
築
さ
れ
、
加
入
者
数
、
受
給
者
数
の
変
化
に
影
響
さ
れ
な
い

安
定
し
た
制
度
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
者
の
経
営
実
態
に
も
対
応
し
て
、
保

険
料
の
助
成
措
置
を
講
じ
る
な
ど
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
も
寄
与
す
る
農
業
者

の
た
め
の
公
的
年
金
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。　
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日本損害保険協会等が主催する「第４回ぼうさい探検
隊マップコンクール」で、春来小学校少年消防クラブ
が「未来へのまちづくり賞」を受賞し、１月 22 日（火）
役場を訪れ、町長へ受賞の報告をしました。

コンクールは防災意識の向上や啓発を目的としたもの
で、全国 257 の小学校や団体から 1374 作品の応募が
ありました。この「ぼうさいマップ」は、子どもたちが
実際に地域を歩き、子どもの視点で地域の危険箇所や防
災設備などを地図にまとめたものです。

美方郡新春囲碁将棋大会
　１月 20 日（日）浜坂多目的集会施設で「第 23 回美
方郡新春囲碁将棋大会」が開催されました。
　この大会は、囲碁と将棋の対局を通して、対局者同士
の交流を深めることを目的として毎年開催されており、
今年は郡内の小学生からお年寄りまで約 80 人が参加し
ました。
　囲碁と将棋、それぞれ段位別に三部門に分かれて対局
を行い、参加者らは日ごろ磨いた腕を競い合い、盤上で
の頭脳戦を繰り広げました。

ふれあいインドアサッカー教室
　小学生や女性を対象にした「ふれあいインドアサッ
カー教室」を２月１日（金）、健康公園すこやかドーム
で実施しました。
　サッカーの競技人口を増やし、幅広い年齢層の中でふ
れあいと親睦を深めることを目的としたこの教室は、１
月から２月にかけて計３回行い、２回目となるこの日は、
約 60 人が参加し、インドアサッカーを楽しみました。
　教室では、シュートやパスなどの基本練習に続いて、
試合形式での練習を行いました。参加者は凍てつく寒さ
の中、元気よくボールを追いかけプレーしました。

　１月 27 日（日）、新温泉町子ども会育成連絡協議会
主催の「第 2 回新温泉町子ども会交流卓球大会」が健
康公園体育館で開催されました。
　この日の大会には、町内全ての小学校から約 200 名
の児童が参加し、団体戦と個人戦を行いました。会場に
は選手の父母らが大勢詰めかけ、子どもたちは温かい声
援を受けながら、外の寒さを吹き飛ばすような白熱した
試合を繰り広げました。

子ども会交流卓球大会

H20（2008）.2.14

広報しんおんせん（2月号）

ぼうさい探検隊マップコンクール入選
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　　　　香港学生ホームステイ

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（2月号）

青少年新春かるた大会
　「第２回新温泉町青少年新春かるた大会」を 1 月 12
日（土）、夢ホールで開催しました。同大会は、児童、
生徒の情感豊かな心を育もうと行っているもので、今年
は町内から 120 人の小・中学生が参加しました。
　子どもたちは、個人戦の「チラシの部」と２人１組で
行う「源平の部」の２種目にわかれ、トーナメント方式
で競技しました。張り詰めた雰囲気の中、子どもたちは
真剣なまなざしで向かい合いました。応援に訪れた父母
らも一句詠むごとに身を乗り出して応援していました。

　日本の文化や生活習慣を体験するため、12 月 26 日
（水）から１月５日（土）までの 11 日間、香港大学等
から６名の学生が本町を訪れました。
　学生らは、上山高原ふるさと館で着物での茶道体験や、
ホームステイ先の家庭では、正月行事など日本の習慣を
体験し、帰国の際にはそれぞれのホストファミリーとの
別れを惜しんでいました。

　１月 13 日（日）、夢ホールで成人式を行いました。
雨や雪のちらつくあいにくの空模様にもかかわらず、あ
でやかな晴れ着姿に身をまとった新成人ら約 170 人が
式典に出席しました。
　式典では、馬場町長が「豊かな自然や資源、人の温か
さが新温泉町にはあり、町に誇りをもって歩んでほしい」
と新成人を激励しました。引き続き行った記念行事では、
ビンゴゲームなどのイベントも行われ、晴れ着姿の新成
人たちは、記念撮影をするなど再会を喜んでいました。

成人式

　阪神・淡路大震災を教訓に、住民と関係機関の連携・
協力体制の充実を図ることを目的として「新温泉町防災
訓練及び『１・17 は忘れない』地域防災訓練」を１月
19 日（土）、浜坂北小学校で実施しました。
　訓練は、日本海沿岸で震度６強の大地震が発生し、町
内全域に負傷者や家屋倒壊などの被害が発生したこと
を想定。児童や地域住民、陸上自衛隊など 16 団体、約
800 人が参加し、避難訓練や消火訓練、炊き出しなど様々
な訓練を本番さながらに行いました。

新温泉町防災訓練
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H20（2008）.2.14

ご
案
内

広報しんおんせん（2月号）

八
田
文
化
交
流
会
講
座
作
品
展

　

昨
年
６
月
か
ら
八
田
文
化
交
流
会
が

行
っ
て
い
る
書
道
講
座
・
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
講
座
の
受
講
生
と
講
師
の
作
品
展
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
23
日
（
土
）
～

　

３
月
９
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

楷
書
・
行
書
な
ど
の
書
を
約

20
点
と
、
バ
ッ
グ
・
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

な
ど
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
作
品
を
約
30

点
展
示
し
ま
す
。

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
93
‐
０
８
８
８

第
10
回
浜
っ
子
ア
ー
ト
展

▼
と
き　

２
月
２
日
（
土
）
～

　

３
月
５
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
内
容　

町
内
の
幼
稚
園
児
、
小
学
校

児
童
、
中
学
・
高
等
学
校
生
徒
の
絵

画
作
品
約
１
２
０
点
を
展
示
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

夢
ホ
ー
ル
映
画
鑑
賞
会

「
ル
イ
ス
と
未
来
泥
棒

（
日
本
語
吹
替
版
）」

　

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
が
贈
る
、

感
動
の
未
来
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。
未
来
世

界
の
命
運
を
託
さ
れ
た
少
年
ル
イ
ス
と

未
来
泥
棒
と
呼
ば
れ
る
敵
と
の
ド
ラ
マ

チ
ッ
ク
な
戦
い
。

▼
と
き　

３
月
16
日
（
日
）

　

第
１
回　

午
後
２
時
～

　

第
２
回　

午
後
６
時
～

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
主
催

　

新
温
泉
町
、
新
温
泉
町
教
育
委
員
会

▼
前
売
券　

　

４
歳
～
中
学
生　
　

７
０
０
円

　

高
校
生
以
上　
　

１
０
０
０
円

　

親
子
ペ
ア　
　
　

１
５
０
０
円

※
当
日
券
は
い
ず
れ
も
２
０
０
円
増

▼
問
い
合
わ
せ　

温
泉
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

絵
本
に
親
し
む
会

　

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
絵
本
に

親
し
む
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
22
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

▼
と
こ
ろ　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
「
す
こ
や
か
～
に
」

▼
内
容　

絵
本
、
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
、
手
遊
び
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会　

温
泉
支
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
６
６

第３回岸田川下流域クリーン作戦
　河川の環境保全、美化並びに不法投棄撲滅と住民
のボランティア参加による一体感の醸成を図るた
め、各種団体等の支援により次のとおり実施します。

◇と 　 き　２月 23 日（土）
　　　　　　午前８時 30 分～ 10 時 30 分
　　　　　　※積雪等により作業が困難な場合は
　　　　　　　３月に延期
◇と こ ろ　岸田川河口～福富橋までの間（両岸）
◇実施主体　新温泉町
◇内 　 容　不法投棄ゴミの収集、分別作業
◇持 ち 物　軍手、長靴、雨具、タオル、
　　　　　　防寒着、ひばし等

―問い合わせ―
　町民課　生活環境係

　℡（０７９６）８２ ‐ ５６２１



19

療
育
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

　

日
本
自
閉
症
協
会
兵
庫
県
支
部
但
馬

ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
療
育
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
西
多
摩
療
育
支
援

セ
ン
タ
ー
施
設
長
の
吉
野
邦
夫
先
生

が
発
達
障
害
児
・
者
の
社
会
性
を
育
む

支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま

す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

2
月
24
日
（
日
）

　

午
後
１
時
15
分
～
４
時
45
分

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
内
容　

　

◇
講
演　
「
人
間
関
係
を
育
て
る
」

　

～
心
豊
な
地
域
生
活
を
築
く
た
め
に
～

　

◇
講
師　

西
多
摩
療
育
支
援
セ
ン

タ
ー
施
設
長　

吉
野
邦
夫
氏

▼
参
加
費　

１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
資
料
代
を
含
む
）

　

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

自
閉
症
協
会
兵
庫
県

支
部
但
馬
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局（
小
谷
）

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
２
３
３
７

妊
婦
健
康
診
査
費
支
給 

申
請
は
お
済
み
で
す
か

　

新
温
泉
町
で
は
、
妊
婦
の
み
な
さ

ん
が
健
や
か
な
妊
娠
期
を
過
ご
し
、
安

心
し
て
出
産
を
迎
え
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
妊
婦
健
康
診
査
費
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
助
成
対
象
と
な
る
の
は
健

診
日
か
ら
１
年
以
内
で
す
の
で
、
ま
だ

の
方
は
早
め
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
と
な
る
費
用

・
前
期
健
康
診
査
費
（
平
成
19
年
４
月

以
降
で
妊
娠
22
週
未
満
の
健
診
）

・
後
期
健
康
診
査
費
（
平
成
19
年
２
月

以
降
で
妊
娠
22
週
以
降
の
健
診
）

▼
申
請
方
法

　

妊
婦
（
前
期
・
後
期
）
健
康
診
査
支

給
申
請
書
、
領
収
書
、
母
子
健
康
手
帳

▼
助
成
限
度
額
等　

　

前
期
、
後
期
そ
れ
ぞ
れ
上
限

１
万
５
千
円
ま
で
の
保
険
外
費
用

▼
問
い
合
わ
せ　

浜
坂
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
６
４
６

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
９
４
０

広報しんおんせん（2月号）

H20（2008）.2.14

自
動
車
事
故
被
害
者
の

支
援
に
つ
い
て

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機

構
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
は
、
全
国
の
交

通
事
故
被
害
者
及
び
そ
の
家
族
等
の
皆

様
を
対
象
と
し
た
総
合
的
な
電
話
相
談

窓
口
『
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
交
通
事
故
被
害
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』
を
開
設
し
、
各
種
相

談
窓
口
の
紹
介
や
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
の
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
実
施
し
て
い
る
「
交
通
遺

児
等
へ
の
育
成
資
金
貸
付
」「
重
度
後

遺
障
害
者
へ
の
介
護
料
支
給
」
等
の
案

内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
交
通
事

故
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

℡
（
０
５
７
０
）
０
０
０
７
３
８

　

独
立
行
政
法
人　

自
動
車
事
故
対
策

機
構
（
兵
庫
支
所
）

　

℡
（
０
７
８
）
３
３
１
‐
６
８
９
０

お
知
ら
せ

軽自動車税口座振替のお願いについて

　車検時に必要な軽自動車税納税証明書は、従来口
座振替分については随時に窓口で発行していました
が、19 年度より車検対象車両のみについて送付する
こととなり昨年７月に発送しています。
　これまで「納税証明書の随時発行が不便」との理
由で口座振替にされていなかった方もおられる事と
思いますが、これを機に便利な口座振替のご利用を
お願いします。
　手続きは申込金融機関又は役場本庁・支所へ届出
印と口座番号がわかるものを持参してください。
　なお、軽自動車税の納付は４月ですが、事務処理
に多少の日数が掛かりますので、申し込みはお早め
にお願いします。

－問い合わせ－
税務課　徴収係

℡（０７９６）８２ ‐ ３１１３
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I N F O R M A T I O N
H20（2008）.2.14

広報しんおんせん（2月号）

▼
支
給
額
（
月
額
）

▼
支
払
時
期

　

児
童
手
当
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
２

月
、
６
月
、
10
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前

月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
請
求
の
手
続
き

　

出
生
、
転
入
等
に
よ
り
新
た
に
受
給

資
格
が
生
じ
た
場
合
、
児
童
手
当
を

受
給
す
る
に
は
、
役
場
窓
口
（
公
務
員

の
場
合
は
勤
務
先
）
で
認
定
請
求
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
資
格
が
あ
っ
て

も
請
求
を
行
っ
て
認
定
を
受
け
な
け
れ

ば
、
児
童
手
当
を
受
け
る
権
利
は
発
生

し
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

児
童
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０

サ
ル
の
出
没
に
つ
い
て

　

最
近
、
浜
坂
市
街
地
で
サ
ル
が
出
没

し
て
い
ま
す
。
危
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
干
し
柿
な
ど
の
食
べ

物
を
家
の
外
に
出
し
た
ま
ま
に
し
た
り
、

近
づ
か
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
サ
ル
を
目
撃
し
た
と
き
は
、
役

場
農
林
水
産
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
課
林
務
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

国
立
大
学
法
人
等
職
員
統
一

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

近
畿
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
統

一
採
用
試
験
の
試
験
案
内
の
配
布
が
始

ま
り
ま
し
た
。

▼
受
験
資
格　

昭
和
54
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人

▼
受
付
期
間　

４
月
１
日
（
火
）
～

　

４
月
10
日
（
木
）

▼
第
１
次
試
験
日　

５
月
18
日
（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ　

近
畿
地
区
国
立
大
学

法
人
等
職
員
統
一
採
用
試
験
事
務
室

　

℡
（
０
７
５
）
７
５
３
‐
２
２
２
７

児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て

　

児
童
手
当
制
度
は
、
家
庭
で
の
生
活

の
安
定
な
ど
を
目
的
に
、
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。

▼
支
給
対
象
児
童

　

児
童
手
当
は
、
12
歳
到
達
後
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
小

学
校
修
了
前
の
児
童
）
を
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
前
年
（
１
月
か
ら
５
月
ま

で
の
月
分
の
手
当
に
つ
い
て
は
前
々

年
）
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
に

は
、
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
所
得
制
限
限
度
額

※
４
人
以
上
は
扶
養
親
族
等
の
数
が
１
人

増
え
る
ご
と
に
38
万
円
を
加
算
し
た
額
。

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

2月20日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
すこやか～に 町内全域を対象

社会福祉協議会　温泉支部
TEL（0796）92-1866

2月27日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

2月20日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
すこやか～に 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

2月21日（木） 午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会 
浜坂支部（二日市） 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部

TEL（0796）82-1071

扶養親族
等の数 児童手当 特例給付

（厚生年金等加入者のみ）
０人 460 万円 532 万円
１人 498 万円 570 万円
２人 536 万円 608 万円
３人 574 万円 646 万円

0 歳～ 3 歳未満の児童
に対する児童手当

3 歳以上の児童
に対する児童手当

第 1子 1万円 第 1子 ５０００円
第 2子 1万円 第 2子 ５０００円
第 3子
以降 1万円 第 3子

以降 1万円
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▼
募
集
コ
ー
ス　

　

健
康
福
祉
コ
ー
ス
、
地
域
文
化
コ
ー

ス
、
環
境
創
造
コ
ー
ス

▼
募
集
人
員　

　

各
コ
ー
ス
20
～
30
名
程
度

▼
入
学
資
格　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
で

但
馬
地
域
在
住
の
方

▼
受
講
料　

年
額
１
万
５
千
円（
予
定
）

▼
問
い
合
わ
せ　

県
立
但
馬
文
教
府

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
４
４
０
７

県
有
地
売
却
の
お
知
ら
せ

　

県
有
地
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売

却
し
ま
す
。
な
お
、
入
札
の
参
加
に
は

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
売
却
物
件

▼
入
札
日
時　

３
月
７
日
（
金
）

　

午
後
４
時
～

▼
入
札
場
所　

兵
庫
県
豊
岡
総
合
庁
舎

　
（
豊
岡
市
）

▼
申
込
期
間　

２
月
１
日
（
金
）
～

　

２
月
21
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
企
画
管
理
部
管
理
局
管
財
課

　

℡（
０
７
８
）３
４
１
‐
７
７
１
１（
代
）

但
馬
文
教
府
み
て
や
ま
学
園

学
園
生
募
集

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
社
会

参
加
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

へ
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
総
合
的
、

体
系
的
な
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
兵
庫
県
地
域
高
齢

者
大
学
４
年
生
大
学
講
座
「
但
馬
文
教

府
み
て
や
ま
学
園
」
の
学
園
生
を
募
集

し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

２
月
１
日
（
金
）
～

　

３
月
７
日
（
金
）

「第２回新温泉町バスケットボール大会」 
参加チームの募集

◇と　　き　３月２日（日）午前８時 30 分～
◇と こ ろ　浜坂体育センター及び
　　　　　　Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館
◇出場資格　本町に在住若しくは在勤する人
　　　　　　　（学生は除く）
◇参 加 料　１チーム２０００円
　　　　　　　（障害保険料を含む）
◇募集期限　２月 25 日（月）

―問い合わせ―
新温泉町体育協会

℡（０７９６）８２ ‐ ４５１２
温泉総合支所　教育委員会分室
℡（０７９６）９２ ‐ １８７０

募　

集

【
広
告
】

‐
あ
な
た
の
暮
ら
し
を
お
手
伝
い
し
ま
す
‐ 

買
い
物
の
代
行
サ
ー
ビ
ス 

を
始
め
ま
し
た

　

私
ど
も
但
馬
ダ
イ
エ
ー
警
備
保

障
㈲
は
、
新
温
泉
町
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ま
に
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
行
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
お
買
い
物
を
皆
さ
ま
の

代
わ
り
に
行
い
、
ご
自
宅
ま
で
お
届

け
す
る
買
い
物
の
代
行
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
ま
す
。
新
温
泉
町
の
お
店

で
購
入
で
き
る
商
品
で
し
た
ら
、
ご

希
望
の
物
を
何
で
も
お
届
け
し
ま

す
。（
代
行
料
１
回
８
０
０
円
～
）

　

そ
の
他
草
刈
り
、
墓
掃
除
、
家

庭
内
の
簡
単
な
雑
用
な
ど
、
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
一
度
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
自
宅
ま
で
お
伺
い
し
、
ご
説
明

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

但
馬
ダ
イ
エ
ー
警
備
保
障
㈲

　

生
活
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

　

但
馬
セ
ン
タ
ー　

担
当　

熊
本

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
２
８
９
６

所在地 新温泉町芦屋字
水尻853番地124

面　積 181.15㎡
地　目 宅地




